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研究成果の概要（和文）：サードパーティは、自動車、建設機械、エレベーターなど様々な保守サービス事業に
参入している。ただし、サードパーティは品質情報を完全に保有していないため、提供する保守には品質問題が
内包される。安価で低品質の保守の提供は、ビジネスエコシステムに悪影響を及ぼし、悪影響は製品全体の信頼
性を損なう。
本研究では、保守ビジネスにおけるビジネスエコシステムを解明し、各プレイヤが品質改善のために実行すべき
活動を導出した。システム・ダイナミックスと事例分析の結果として、①メーカとサードパーティ間の品質情報
交換の重要性と、②それらの質の高い情報交換による保守サービスのビジネスエコシステムの拡大がわかった。

研究成果の概要（英文）：In recent years, third party enterprises are going into the various 
maintenance business actively. These firms enter into the maintenance market of the construction 
machineries and elevators/escalators in Japan. The supply of inexpensive and low-quality maintenance
 service has a negative influence on the business ecosystem which consists of manufacturers, 
customers and third party enterprises. The negative influence damages the reliability of the whole 
products.
Thus, this research elucidates the business ecosystem in the maintenance business and derives the 
activities each players should carry out for quality improvement. As a result of system dynamics and
 case analysis, we found the importance of the exchange of quality information between manufacturer 
and third party enterprises. When quality information exchange is carried out, it is expected that 
the business ecosystem of maintenance service will expand.

研究分野：技術経営、経営情報
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、「保守ビジネス」「サードパーティ」「品質」に着目し、既存研究や対象となるビジネスを整理した
上で、「ビジネスエコシステム」と「システム・ダイナミックス」のアプローチで研究を推進した。これによっ
て、①メーカとサードパーティ間の品質情報交換の重要性と、②質の高い情報交換による保守サービスのビジネ
スエコシステムの拡大を解明した。これによって、関連する企業は、品質を含む情報をクローズするだけの経営
戦略からオープンにサードパーティと組む経営戦略も選択できる理論的な背景を得たと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
自動車、昇降機、建設機械、コンピュータ、プリンタなどの製品は、製品購入後も継続的に
使用していくために、消耗部品交換、修理、アップグレードなどの保守を必要とする。 
保守の分野において、製品提供メーカと関係がない第 3者企業である「サードパーティ」が
積極的に活動し、顧客に魅力的な価格で保守を提供しているが、メーカほど品質情報を持ちえ
ないため、サードパーティの保守品質には改善の余地がある。品質に課題がある保守の継続は、
製品の信頼性を左右する。 
製品・保守のビジネスエコシステムに対する社会的ニーズは、メーカ、サードパーティ、顧
客などの各プレイヤが様々なメリットを享受しつつ、エコシステムが発展していくことと考え
られる。その発展を具現化するためには、エコシステムの発展要因解明や各プレイヤがとるべ
きプロセスの設計とその検証も必要となる。以上のようなアプローチで、製品保守を取り扱う
研究は少ない。 
 
２．研究の目的 
製品の継続使用には保守が必要となるが、魅力的な価格でサービスを提供するサードパーティ
の品質には課題があり、メーカや顧客にとっても好ましい状況ではない。そこで、本研究は、
製品・保守のビジネスエコシステムを構成するメーカ、サードパーティ、顧客が互いにメリッ
トを享受するため、エコシステムの発展要因解明と各プレイヤのすべきプロセス導出を行う。 
 
３．研究の方法 
製品・保守全体のビジネスエコシステム発展への寄与をねらいに、「システムダイナミクス」
「プロセスアプローチ」を用いて、3 年間の研究を進める。事前調査から、マリンエンジン分
野では、代理店において「メーカ純正部品」、「純正再生部品」、「サードパーティ製部品」を、
顧客の予算と求める品質を踏まえて選択できる仕組みがあることがわかっている。そこで、①
マリンエンジンのビジネスエコシステムをシステムダイナミクスでモデル化し、各プレイヤの
メリットを高めるマクロシミュレーションを実施し、ビジネスエコシステムの発展要因を解明
しつつ、②その発展要因を各プレイヤのプロセスまでを落とし込み、そのプロセスを考慮した
詳細なシステムダイナミクスモデルを作成し、ミクロシミュレーションを行うことで、各プレ
イヤのすべきプロセスを導出する。以上を 1年間で実施し、本研究がとる研究ステップ及び研
究アプローチの有効性確認をする。2 年次以降は、初年次成果をフィードバックしつつ、昇降
機と建設機械を対象に研究を推進する。 
 
４．研究成果 
平成 28年度 
 研究を推進する体制を構築するために、東京工業大学・横浜商科大学などと共同研究を開始
した。特にシミュレーションで使用するシステム・ダイナミックスを習熟するために、「DTC
（Direct To Consumer）遺伝子検査サービス」などを対象としてシミュレーションを実施した。  
シミュレーションデータは国立国会図書館調査及び立法考査局の協力のもと収集をした。併
せて日本随一の資料を誇る本図書館のデータを活用して、「エレベータ」「マリンエンジン」「建
設機械」などの必要となるシミュレーションデータも入手した。 
 
平成 29年度 
 3 年計画の 2 年目となる本年は、 1 年目に構築した研究体制の深化を図るため、引き続き
共同研究を推進し、関連大学の教員との連携を引き続き推し進めた。 
 研究の中心とした「エレベータ」と「建設機械」のマクロシミュレーションを 1年目の知見
を活用して実施した。マクロシミュレーションでは、製品メーカとサードパーティの間に協調
があればビジネスエコシステムは拡大するとの考えの下で、システム・ダイナミックスを用い
て、協調の具体的な手段である保守情報共有の定量的なインパ クト分析を行った。その結果、
協調はビジネスエコシステム拡大に寄与することがわかった。プリンタやエレベータのような
「レーザーブレード」のビジネスモデルを採用する産業では協調が難しいことも指摘した。 
 
平成 30年度 
 3 年間の研究を通じて、東京工業大学などの関連大学、国会図書館などの組織など保守にお
けるビジネスエコシステムのシミュレーション研究体制を構築した。 
 併せて、台湾におけるインフラ（鉄道と電力）における情報機器の調達及び品質に焦点を当
て、新聞報道やヒアリングを通じて問題の抽出を行うことにより、台湾のインフラ高度化に貢
献する知見を導出した。結果として、台湾鉄道と台湾電力ともに一般的な保守の取組を行って
おり、レトロフィットの課題認識やそれによる不具合組み込みの問題までを認識できていない
ことがわかり、両社ともにベンダ任せの姿勢が浮き彫りになった。これらの問題は日本も同様
であり、保守に関する課題は各国共通する可能性を認識した。 
 以上、保守に関するビジネスエコシステムの研究を進めてきたが、当初設定していた、ミク
ロシミュレーションは協力企業を探索できず、発展途上となっている。 
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